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　千葉医学雑誌86巻 3号には，総説 1編，原著論
文 2編，症例報告 2編，研究紹介 1編，海外だよ
り 1編，千葉医学会例会報告 1編を掲載させてい
ただきました。
　中島　新先生ほかの総説「骨折骨癒合研究の最
近の進歩－分子細胞生物学の視点から」は骨癒合
に関する最新の知識を分かりやすく紹介したもの
です。骨折の研究・治療は，運動器疾患を担当す
る整形外科学において極めて重要なテーマです。
本論文では先生のグループの研究成果をもとに，
骨折の治癒過程，bFGFによる骨折治癒促進の試
み，PTHによる骨折治癒促進効果，糖尿病にお
ける骨折治癒遷延のメカニズムについて解説され
ています。
　市川市医師会健診検討研究会の渡辺東也先生ほ
かの原著「住民健診からみた加齢に伴うメタボ
リックシンドロームの特徴とその病態－市川市
基本健診診査の解析（2）」は，市川市の住民健診
を受診した男性4,117名におよぶ広範な研究です。
本研究には市川市内の28の医療機関が参加し，メ
タボリックシンドロームの患者では尿酸代謝異常
と慢性腎臓病（CKD）の合併に注意する必要が
あることが明らかとなりました。
　千葉大学フロンティアメディカル工学研究開発
センターの脳機能計測解析研究部門の下山一郎
先生ほかの英文原著「Quantitative analysis for a 
cube copying test （立方体投射図形模写検査の定
量的解析法の開発）」は，構成失行の検査として
行われてきた，立方体模写検査に客観的な数値解
析法を導入したものであり，検査を行う側の主観
が入らない方法として，高齢社会を向えたわが国
における認知症などの診断や治療効果の判定に有
用な方法になりうると思います。
　医学研究院整形外科学の山本陽平先生ほかの症
例報告「第 5腰椎神経根から発生し巨大後腹膜腫
瘤を形成した砂時計型富細胞性神経鞘腫の 1例」
は，後腹膜に発生した腫瘍に対する手術治験例の
報告であり，周到な手術計画の大切さが述べられ
ています。
　医学研究院整形外科学の加藤　啓先生ほかの症
例報告「急性四肢麻痺および呼吸麻痺により発症
した頸髄神経鞘腫の 1例」は，急激に進行し，四
肢麻痺，呼吸麻痺，意識消失をきたした症例を報
告しています。
　研究紹介では木村文夫先生ほかによる「臓器制
御外科学　肝胆膵研究室（II）」が紹介されてい
ます。これは本誌86巻 1号に次ぐ同教室からの報
告で，分子病態解析学（野村文夫教授）との共同
研究による「膵臓癌の新規バイオマーカーの同定
と機能解析」および「生体部分肝移植の現状」に
ついてご紹介頂きました。
　海外便りは腫瘍内科の木村敬太先生のフィラデ
ルフィア留学記であり，100年以上の歴史をもつ
テンプル大学医学部の心血管研究センターでの経
験を報告されています。先生は留学中，慢性腎臓
病の病態に合併する心血管病変の病態について研
究されました。先生の文章からは，研究生活のみ
ならず，米国でのとても貴重な経験がよく伝わっ
てきます。海外留学は，医師・研究者としての人
生を豊かにする他に変えがたい経験です。若い読
者の方々も是非留学のチャンスをつかんでいただ
きたいと思います。
　学会では「第1199回千葉医学会例会　第 9回胸
部外科学教室例会」における研究業績が記載され
ております。
　雑誌編集委員のひとりとして，今回も充実した
内容であると自負しております。今後とも千葉医
学雑誌へのご支援と論文の投稿を是非よろしくお
願い致します。
 （編集委員　高橋和久）
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